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五
月
四
日

新
緑
に
包
ま
れ
た
今
山
農
村
舞
台

で
春
公
演
が
行
わ
れ
、
集
ま
っ
た
約
三
百
人
の
観

客
が
人
形
浄
瑠
璃
や
影
絵
を
楽
し
み
ま
し
た
。

午
後
五
時
か
ら
勝
浦
高
校
民
芸
部
に
よ
る
「
壺

坂
霊
験
記
」
の
熱
演
で
開
幕
。
続
い
て
「
御
所
桜

堀
川
夜
討

弁
慶
上
使
の
段
」
で
は
、
勝
浦
座
が

巧
み
な
人
形
遣
い
で
演
じ
る
と
、
会
場
か
ら
盛
ん

な
拍
手
が
わ
き
起
こ
り
ま
し
た
。

最
後
は
影
あ
そ
び
劇
団
「
ジ
ョ
イ
ホ
ナ
」
が
、

手
や
小
道
具
を
使
っ
た
影
絵
で
昔
話
な
ど
を
披
露

す
る
と
、
子
供
た
ち
は
大
喜
び
で
し
た
。

夕
闇
も
迫
り
、
手
作
り
の
あ
ん
ど
ん
や
和
ろ
う

そ
く
が
灯
さ
れ
る
と
、
観
客
は
よ
り
い
っ
そ
う
舞

台
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

来
年
秋
に
開
催
さ
れ
る
「
第
二
十
二
回
国
民
文

化
祭
・
と
く
し
ま
２
０
０
７
」
に
、
今
山
農
村
舞

台
も
参
加
し
ま
す
の
で
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

「
国
民
文
化
祭
」
は
、
国

民
が
日
ご
ろ
か
ら
行
っ
て
い

る
各
種
の
文
化
活
動
を
、
全

国
的
な
規
模
で
発
表
し
、
競

演
し
、
交
流
す
る
国
民
の
祭

典
で
す
。
国
民
の
文
化
活
動

へ
の
参
加
の
機
運
を
高
め
、

新
し
い
芸
術
文
化
の
創
造
を

促
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

昭
和
六
十
一
年
に
東
京
都
で

始
ま
り
、
今
年
は
山
口
県
で

開
催
さ
れ
ま
す
。

来
年
の
秋
に
は
、
「
第
二

十
二
回
国
民
文
化
祭
・
と
く

し
ま
２
０
０
７
」
と
し
て
、

「
阿
波
の
国
、
文
化
ふ
れ
あ

う
、
ゆ
め
・
ひ
と
・
み
ら
い
」

を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

勝
浦
町
も
「
人
形
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
in
勝
浦
」
と
し
て
、

伝
統
文
化
の
阿
波
人
形
浄
瑠

璃
と
、
日
本
一
を
誇
る
「
ビ
ッ

グ
ひ
な
祭
り
」
で
参
加
し
ま

す
。

開

催

日

平
成
十
九
年
十
月
二
十
七
日

～
十
一
月
四
日

開
催
会
場

徳
島
県
・
各
市
町
村
会
場

今山農村舞台
春公演

～2007 国民文化祭プレ事業～

「国民文化祭」
とは？
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主
役
は

み
ん
な
で
育
て
た
「
菊
」

会
場
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ト
に
飾
る
花
は
、

菊
を
中
心
に
フ
ク
エ
ア
、
コ
ス
モ
ス

で
す
。

菊
は
、
約
五
千
鉢
を
計
画
し
て
お

り
、
生
比
奈
小
学
校
、
横
瀬
小
学
校

の
児
童
、
勝
浦
中
学
校
の
生
徒
に
一

人
一
鉢
で
五
百
鉢
の
菊
づ
く
り
を
お

願
い
し
て
お
り
ま
す
が
、
町
民
の
み

な
さ
ん
に
も
、
ぜ
ひ
協
力
を
お
願
い

し
、
「
国
民
文
化
祭
」
を
盛
り
上
げ
て

い
た
だ
き
た
い
。

菊
づ
く
り
募
集
要
領

＊
数

量

一
口
五
鉢
と
し
、
希
望
の
口
数

＊
育

苗

黒
い
ポ
ッ
ト（
九
㎝
）か
ら
六
号

鉢
（
内
径
十
七
㎝
を
準
備
し
て
い
る
）

に
移
植
し
て
い
た
だ
き
、
「
ク
ッ
シ
ョ

ン
マ
ム
」
に
育
て
る
。（
下
記
参
照
）

＊
申

込

先

人
形
と
花
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会

（
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
内
）

（
４
２
）３
３
０
０

勝
浦
町
産
業
建
設
課

（
４
２
）１
５
０
５

＊
申
込
期
限

六
月
十
五
日

ま
で

＊
苗
受
け
渡
し
日

六
月
二
十
五
日

午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で

(

人
形
文
化
交
流
館)

＊
入
場
券
配
布

協
力
者
に
一
口
一
枚
（
三
百
円
）
の
会

館
入
場
券
を
配
布
す
る

＊
引
き
取
り
日

十
月
二
十
二
日

午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で

(

人
形
文
化
交
流
館)

※
引
き
取
り
後
の
花
は
、
実
行

委
員
会
で
管
理
す
る
。

花
づ
く
り
は
、「
フ
ク
エ
ア
」
も
あ
り
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

「
菊
」
づ
く
り

ク
ッ
シ
ョ
ン
マ
ム
と
は
？

ク
ッ
シ
ョ
ン
マ
ム
と
は
、
日
本
の
菊
が

ア
メ
リ
カ
に
渡
っ
て
改
良
さ
れ
、
日
本
に

再
導
入
さ
れ
た
も
の
で
、
摘
芯
を
し
な
く

て
も
自
然
に
芽
止
ま
り
し
て
分
岐
を
く
り

返
し
、
半
球
形
の
ク
ッ
シ
ョ
ン
状
に
花
で

う
ず
ま
る
と
こ
ろ
か
ら
こ
の
名
が
つ
い
た

も
の
で
、
花
色
も
豊
富
で
美
し
い
。
開
花

期
は
十
月
中
・
下
旬
の
早
咲
き
が
多
い
。

ク
ッ
シ
ョ
ン
マ
ム
は
自
然
に
芯
止
ま
り

し
て
、
そ
の
つ
ど
二
～
四
本
ず
つ
枝
数
が

増
え
続
け
る
。
始
め
は
七
～
八
枚
く
ら
い

で
芽
止
ま
り
す
る
が
、
し
だ
い
に
早
く
な

り
八
月
下
旬
か
ら
は
四
～
五
枚
で
芽
止
ま

り
す
る
。
そ
の
た
め
整
形
す
る
こ
と
な
く

丸
い
半
球
型
と
な
る
。

し
か
し
、
枝
の
長
短
に
よ
り
凹
凸
が
生

じ
る
の
で
、
八
月
上
旬
に
突
出
し
た
部
分

を
ハ
サ
ミ
で
切
り
、
半
球
型
に
整
形
す
る

と
き
れ
い
に
仕
上
が
る
。

来
年
秋
に
徳
島
県
に
お
い
て
開
催
さ
れ
る
第
二

十
二
回
「
国
民
文
化
祭
」
に
向
け
て
、
「
人
形
文

化
と
花
の
香
り
」
を
テ
ー
マ
に
、
昨
年
の
十
月
に

開
催
し
た
「
人
形
と
花
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
は
、

初
め
て
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
り
ま
し
た
が
、
三
日
間

の
期
間
中
八
千
人
を
超
え
る
入
場
者
が
あ
り
、
大

き
な
反
響
を
呼
び
ま
し
た
。

今
年
も
「
国
民
文
化
祭
」
の
プ
レ
イ
ベ
ン
と
し

て
、
「
人
形
と
花
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
０
６
」

を
十
月
二
十
八
日
か
ら
十
一
月
五
日
ま
で
の
九
日

間
、
人
形
文
化
交
流
館
に
お
い
て
開
催
し
ま
す
。

菊を育てて
ください！

人
形
と
花
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
０
６

町
民
参
加
の
「
国
民
文
化
祭
」
に
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平成17年度 勝浦町中山間地域等直接支払事業の実施状況

※問い合わせ先 勝浦町役場産業建設課 （42）1505

（
協
定
数
）

協
定
整
理
番
号

協 定
集落名

協
定
参
加
者
数

交付金額
（円）

協定対象農用地面積（㎡） 集落マスタープラン

計（㎡）
田 畑

目指す将来像急傾斜
（㎡）

緩傾斜
（㎡）

急傾斜
（㎡）

緩傾斜
（㎡）

１ 石 原 53 3,552,760 327,776 12,852 76,470 229,565 8,889
水田については、機械の共同化や作業委託を進め
る。樹園地については、農道の整備・機械の共同
化とともにリーダーを育成し、作業委託を進める。

２ 沼 江 46 3,025,883 263,278 30,252 58,736 163,836 10,454
水田については、既存担い手への作業委託を進め
る。樹園地についても、リーダーを育成し、作業
委託を進める。農産物の加工販売を実現する。

３ 掛 谷 18 852,262 99,877 10,775 3,524 37,284 48,294
機械の共同化（防除機械等）を実施し、労働力
の軽減を図っていく。後継者が他業種に従事
しながらも農地を管理できる体制を作りたい。

４ 山 西 32 1,394,697 175,055 7,987 857 79,797 86,414
機械の共同化（防除機械等）を実施し、労働
力の軽減を図っていく。定年帰農者を中心に
後継者を育成する。

５ 中 角 32 2,599,463 226,089 0 0 226,019 70
新たに担い手を育成し、農地集積や作業委託
することにより、農地を維持する。学校教育
との連携により、体験農園を実施する。

６ 生 名 71 3,636,762 357,220 13,785 23,047 255,193 65,195
認定農業者等（リーダー）を育成し、作業委
託を進める。機械の共同化を進めていく。

７ 今 山 44 3,275,855 286,032 0 0 284,343 1,689
認定農業者等（リーダー）を育成し、作業委
託を進める。隔年交互結実栽培を推進し、収
益向上を図る。

８ 黒 岩 14 621,310 54,027 0 0 54,027 0
新規就農者（定年帰農者）を育成し、農地の
保全を図る。優良品目を導入して収益向上を
目指す。

９ 星 谷 64 3,813,232 388,547 0 4,396 304,192 79,959
育成する認定農業者と、既存の担い手を中心
に作業委託を進めていく。機械の共同化を推
進する。

10 久 国 44 1,780,081 199,735 10,227 4,849 110,027 74,632
定年帰農者を中心にリーダを育成し、農作業
委託を進める。

11
棚 野 石
倉 谷

29 907,751 83,484 1,650 1,780 72,334 7,720
定年退職者を中心に、新規就農者を確保する。
リーダーを育成し、剪定・収穫等の農作業委
託を進める。

12 棚野大谷 17 1,352,667 115,411 2,678 0 112,733 0
新品種・新品目の導入や集落の農産物を活用
した加工品の開発・販売により収益の向上を
図る。

13 中山第1 23 1,013,083 89,211 1,299 0 84,764 3,148
認定農業者等（リーダー）を育成し、作業委
託を進める。

14 中山第2 38 2,939,334 242,975 15,276 0 227,699 0
水田については、作業委託を進める。樹園地に
ついては、認定農業者等リーダーを育成し、リー
ダー中心に営農指導を行い農地を保全する。

15 中山第3 57 2,697,443 233,734 12,489 12,578 200,527 8,140
水田については、担い手に作業委託を進める。
樹園地については、機械の共同化を進める。

16 横瀬立川 20 1,526,644 125,356 10,199 0 113,677 1,480
認定農業者等（リーダー）を育成し、作業委
託の推進や畜産農家との連携により、農地を
維持したい。

17 横瀬前川 16 750,129 66,693 0 0 64,588 2,105
新規就農者を確保し、認定農業者を育成する。
担い手に作業委託を進め農地を維持していく。

18 横瀬寺谷 7 733,205 63,757 0 0 63,757 0
認定農業者等（リーダー）を育成し、営農指
導を進める。優良品目の導入やマルチ栽培・
隔年交互結実栽培を推進し、収益向上を図る。

19
与 川 内
下 分

26 1,362,539 118,680 0 0 118,395 285
認定農業者等（リーダー）を育成し、香酸果樹園
を中心に農作業委託を進める。与川内宮平集落
との連携により、都市住民との交流を推進する。

20
与 川 内
宮 平

36 3,423,519 285,712 19,091 1,846 260,141 4,634
認定農業者等（リーダー）を育成し、営農指
導を進める。与川内下分集落との連携により、
都市住民との交流を推進する。

21 坂本3部 41 1,365,552 148,242 8,081 1,109 130,211 8,841
果樹オーナー制度の推進や坂本３集落の連携に
よる、都市住民との交流（やすらぎの森・グリー
ンツーリズム）により、集落を活性化させる。

22 坂本松尾 31 1,194,101 135,761 0 0 127,183 8,578
既存リーダーを中心とした営農指導や坂本３集落
の連携による、都市住民との交流（やすらぎの森・
グリーンツーリズム）により、集落を活性化させる。

23 坂本黄檗 13 1,157,414 100,879 2,343 0 95,417 3,119
認定農業者を育成し、リーダーを中心とした営農指
導や作業委託を進める。坂本３集落の連携による、
都市住民との交流により、集落を活性化させる。

772 44,975,686 4,187,531 158,984 189,192 3,415,709 423,646
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支給対象年齢が、これまでの小学校３年生までから、小学校

６年生までに拡大され、併せて、所得制限が引き上げられます。

・健康保険被保険者証等の写し（申請者が厚生年金等加入者の場合）

・所得証明書（勝浦町に平成17年１月１日に住所がなかった場合）などになります。

※詳しくは、勝浦町福祉課 （42）1502 公務員の方は勤務先に問い合わせください。

認定請求書

に 必 要 な
添 付 書 類

〔平成６年４月２日生まれ～平成８年４月１日生まれ〕

これまで、児童手当を受給していない保護者の方は認定請求、児童手当
を受給していた保護者の方は額改定認定請求の手続きが必要となります。

平成18年度に小学校５年生
または６年生の児童がいる
保護者の皆様

所得制限の引き上げ（下記参照）により、新たに児童手当を受給できる
場合がありますので、該当する保護者の方は、認定請求の手続きが必要と
なります。

これまで、所得制限により

児童手当を受給していない
保護者の皆様

〔平成８年４月２日生まれ～平成９年４月１日生まれ〕

これまで、当該児童に係る児童手当を受給していた
保護者の方は、特段の手続きをする必要はありません。

平成18年度に小学校４年生
の児童がいる保護者の皆様

役場福祉課（公務員の方は勤務先）で、認定請求の手続きが必要となります。
なお、改正に伴う新規請求は、平成18年９月30日まで受け付けたものに限り、特例
的に４月１日(または支給要件に該当した日)にさかのぼって支給されます。

新たに、児童手当
を受けられる児童
の保護者の皆様

平成18年４月１日から

児童手当制度が拡充されています

児童手当制度の概要 〔平成18年４月１日～〕

児童手当制度の目的
児童手当制度は、児童を養育している方に手当を支給

することにより家庭における生活の安定に寄与するとと

もに、次代の社会をになう児童の健全な育成及び資質の

向上に資することを目的にしています。

児童手当制度のしくみ

支給対象

児童手当は、12歳到達後の最初の３月31日までの間に

ある児童（小学校修了前の児童）を養育している方に支

給されます。ただし、前年（１月から５月までの月分の

手当については前々年）の所得が一定額以上の場合には、

児童手当は支給されません。

支給手続き

児童手当は、児童を養育する家計の主たる生計維持者

が申請し、住所地の市町村長（公務員の方は勤務先）の

認定を受けることにより、申請した翌月分から支給され

ることになります。（今回の制度改正に係る申請につい

ては、特例があります。上記参照）

支給月額

第１子 5,000円 第２子 5,000円

第３子以降 10,000円

支払時期

児童手当は、原則として、毎年２月、６月、10月に、

それぞれの前月分までが支給されます。

所得制限限度額
所得制限限度額は、前年（１月から５月までの月分に

ついては前々年）の所得額で判定しますが、収入ベース

で夫婦と児童２人の世帯の場合の目安は次のとおりです。

自営業の方
596.3万円未満→ 18年４月から 780万円未満

サラリーマンの方
780万円未満→18年４月から 860万円未満

所得には一定の控除があります。また、所得制限限度

額は年によって変更されることがありますので、詳しく

は役場福祉課（公務員の方は勤務先）へ問い合わせくだ

さい。具体的な所得制限限度額は次のとおりです。

(単位：万円)

２

３

４

５

１

扶養親族等の数
自営業者

（国民年金加入者）
サラリーマン

（厚生年金等加入者）

０人 ４６０.０ ５３２.０
１人 ４９８.０ ５７０.０
２人 ５３６.０ ６０８.０
３人 ５７４.０ ６４６.０
４人 ６１２.０ ６８４.０
５人 ６５０.０ ７２２.０

注１）所得税法に規定する老人控除対象配偶者又は老人扶養親

族がある者についての限度額（所得額ベース）は左記の額

に当該老人控除対象配偶者又は老人扶養親族1人につき６

万円を加算した額。

注２）扶養親族等の数が６人以上の場合の限度額（所得額ベー

ス）は、1人につき38万円（扶養親族等が老人控除対象配

偶者又は老人扶養親族であるときは44万円）を加算した額。

手続きはお済みですか？
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と き 平成18年６月４日
午前８時～11時まで
※雨天時の中止の場合は、午前７時に放送を

行い、次週の日曜日に延期します。

ところ 星谷運動公園 駐車場

料 金 家庭の粗大ごみ手数料

１個 500円～1，000円 （別表参照）

特定家庭用機器４品目（エアコン、

テレビ、電気冷凍・冷蔵庫、電気洗

濯機）の処理は、買い替えの時など

を利用し、できるだけ購入店に依頼

をしてください。

やむを得ず持参される時は先に郵

便局でリサイクル料金（右表）の支

払いを済ませて下さい。

運搬料金 １個 2，000円

その他 産業廃棄物及び事業系廃棄物は、取り

扱いできませんのでご了承ください。

（例）車両、建設廃材、ガスボンベ、農機具、

バッテリー、毒物などの危険なもの

※ごく一部の会社の製品がこの料金

と違うものがあります。

別に郵便局で手数料が１個につき

100円が必要です。

エ ア コ ン 3，675円

テ レ ビ 2，835円

電気冷蔵・冷凍庫 4，830円

電 気 洗 濯 機 2，520円

リサイクル料金（標準）

問い合わせ 勝浦町住民課 (42)1501

生活様式の多様化により、ごみの量が増加し、それらを処理する経費も増加してきています。

修理可能な物は修理するなど、廃棄物をできるだけ少なくする為のご協力をお願いします。

家庭の粗大ごみの回収について

毎年６月から９月までの第１日曜日を全町一

斉清掃日と定め、環境衛生の保全、環境美化の

向上にご協力いただき「清流に緑映え、人輝く

まちかつうら」づくりに成果をあげています。

本年も

６月４日・７月２日・８月６日・９月３日

を予定しています。

各地区の区長さんや保健部長さんの指示に従っ

て、地区の実情にあった方法で、１戸に１人は

参加していただき、ご協力をお願いします。

６月４日は

全町一斉清掃日



７
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インターネット・ケーブルテレビ

加入者向け工事について その２

先
月
号
の
広
報
で
も
お
知
ら
せ
し
ま

し
た
と
お
り
、
五
月
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
お
よ
び
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
サ
ー
ビ
ス

の
加
入
者
向
け
作
業
が
始
ま
っ
て
い
ま

す
。そ

こ
で
、
昨
年
度
実
施
し
ま
し
た
住

民
説
明
会
で
も
質
問
が
あ
り
ま
し
た
が
、

今
回
の
加
入
工
事
※
五
二
、
五
〇
〇
円

（
税
込
）以
外
に
、
二
台
目
以
降
の
テ
レ

ビ
に
か
か
る
設
定
な
ど
追
加
工
事
等
を

業
者
に
行
っ
て
も
ら
う
場
合
の
オ
プ
シ
ョ

ン
料
金
に
つ
い
て
、
業
者
か
ら
下
表
の

と
お
り
提
示
が
あ
り
ま
し
た
の
で
参
考

に
し
て
く
だ
さ
い
。

パ
ソ
コ
ン
設
定
変
更
に
つ
い
て
は
、

原
則
と
し
て
今
回
の
開
通
工
事
が
概
ね

終
了
し
た
後
、
別
途
対
応
と
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
現
在
ク
オ
リ
ア
利
用
者
に
つ

い
て
は
、
光
と
の
併
行
利
用
が
出
来
な

い
事
か
ら
本
体
工
事
の
中
に
オ
プ
シ
ョ

ン
料
金
と
し
て
設
定
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
追
加
工
事
等
に
発
生
す
る
オ

プ
シ
ョ
ン
料
金
に
つ
い
て
は
、
振
込
み
、

も
し
く
は
口
座
振
替
で
の
料
金
の
や
り

と
り
と
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ネ
オ
メ
イ
ト
四

国
徳
島
支
店
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
近
く
の
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
か
ら

家
の
軒
先
に
設
置
し
た
光
電
変
換
装
置

ま
で
の
光
フ
ァ
イ
バ
の
保
守
に
つ
い
て

は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ネ
オ
メ
イ
ト
四
国
が
対
応

す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

※
①
近
く
の
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
か
ら
家
の

軒
先
に
設
置
し
た
光
電
変
換
装
置

ま
で
の
光
フ
ァ
イ
バ
の
引
き
込
み
。

②
設
置
し
た
光
電
変
換
装
置
か
ら
テ

レ
ビ
一
台
ま
で
の
接
続
、
チ
ャ
ン

ネ
ル
設
定
（
必
要
に
応
じ
同
軸
ケ
ー

ブ
ル
の
張
り
替
え
含
む
）。

③
テ
レ
ビ
一
台
で
テ
レ
ビ
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
す
る
た
め
の
ケ
ー
ブ
ル

配
線
と
設
定
お
よ
び
Ｉ
Ｐ
電
話
の

設
置
と
設
定
。

サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
者
に
ご
協

力
い
た
だ
き
、
加
入
者
宅
に
設
置

す
る
機
器
を
今
月
中
旬
ご
ろ
か
ら

勝
浦
町
役
場
に
て
展
示
し
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
一
度
ご
覧
く
だ
さ
い
。

光
電
変
換
装
置
等
の

機
器
の
展
示
に
つ
い
て

■ ■ ■ 加入引込工事のオプション料金 ■ ■ ■

工 程 名 単価（税抜） 備 考

パソコンに

関する費用

パソコン設定 ５，０００円／台 現在クオリア利用者のみ

ＬＡＮケーブル配線 ３,５００円／本 同部屋

ＬＡＮケーブル配線 ７，０００円／本 隣部屋

ＬＡＮケーブル配線 １０,０００円／本 ２階等

テレビに

関する費用

テレビ等チューナー設定 １,５００円／台

分配器取替 ４，０００円／個 ２分岐用

分配器取替 ５,０００円／個 ３分岐用

同軸ケーブル張替 ４，５００円／本

テーブルタップ １,０００円／本 ４個口・３ｍ

美観処理料 ５００円／ｍ モール等

※単価については、目安です。

問い合わせ先 ＮＴＴネオメイト四国 徳島支店 0120-960138 ・ 勝浦町総務税務課 42-2511

勝浦町・上勝町情報通信基盤整備事業⑧
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machikado sanpomichi まちかど散歩みち

高
木
弘
子
さ
ん
（
与
川
内
）
は
、
昭
和
二
十
八
年

四
月
に
横
瀬
小
学
校
へ
就
任
さ
れ
、
教
育
者
と
し
て

の
第
一
歩
を
踏
み
出
さ
れ
ま
し
た
。

以
来
平
成
五
年
三
月
、
坂
本
小
学
校
長
を
最
後
に

退
職
さ
れ
る
ま
で
の
四
十
年
間
の
永
き
に
わ
た
り
、

教
育
者
と
し
て
使
命
感
に
燃
え
、
全
身
全
霊
を
打
ち

込
ん
で
児
童
生
徒
の
教
育
に
専
念
し
、
特
に
小
学
校

長
と
し
て
は
、
知
・
徳
・
体
の
調
和
の
と
れ
た
人
間

性
豊
か
な
児
童
の
育
成
を
目
指
し
て
、
学
校
教
育
及

び
社
会
教
育
に
多
大
の
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
退
職
後
は
、
徳
島
県
教
育
委
員
会
教
育
委

員
長
を
は
じ
め
、
徳
島
県
教
育
振
興
審
議
会
委
員
等

と
し
て
県
の
教
育
振
興
に
も
功
績
を
残
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
、
高
木
さ
ん
の
多
年
に
わ
た
る
教
育
行
政
へ

の
情
熱
と
数
々
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
瑞
宝
双
光
章

の
栄
誉
に
輝
き
ま
し
た
。

こ
の
教
育
行
政
へ
の
貢
献
と
数
々
の
ご
苦
労
に
対

し
、
あ
ら
た
め
て
敬
意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、
叙

勲
の
栄
誉
に
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

飯泉嘉門徳島県知事と県民が対話する集会「しゃべり場とくし

ま」が４月22日 住民福祉センターで開催されました。

本町からは、町長と町消防団副団長 濱 守さん、町青年会会長

北谷誠司さん、子育てサークル はぐくみクラブ代表 出葉美耶

さんがパネリストとして参加されました。

濱さんからは、防災対策として常備消防広域化の推進やＣＡＴ

Ｖの再送信問題への取り組み、出葉さんからは、男性が子育てに

参加しやすい職場や社会環境づくり、そして、北谷さんからは、

若者に魅力あるとくしまづくりや道路改良事業の迅速化について、

それぞれが現状の問題を訴えながら提言されました。この様子は、

後日徳島県のホームページに掲載される予定です。

知事と一緒に
勝浦郡の皆さんと

～県民の皆さんといっしょにオンリーワン徳島を！～

濱 守 さん

出 葉 美 耶 さん

飯泉嘉門知事

北 谷 誠 司 さん

教育行政に貢献

瑞宝双光章受章
高木弘子さん（与川内）
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情 報 ア ラ カ ル ト

募

集

子
育
て
サ
ー
ク
ル
「
は
ぐ
く
み
ク
ラ
ブ
」

の
六
月
の
行
事
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

お
母
さ
ん
同
士
の
交
流
を
広
げ
、
親
も
子

供
も
気
軽
に
楽
し
め
る
サ
ー
ク
ル
で
す
。

一
度
遊
び
に
き
ま
せ
ん
か
。

日

時

毎
週
火
曜
日

午
前
十
時
三
十
分
～
十
一
時
三
十
分

対
象
者

〇
～
五
歳
児
（
家
庭
で
保
育
さ
れ

て
い
る
子
供
と
保
護
者
）
並
び
に

妊
婦
さ
ん

六
月
の
活
動
内
容

六
日

お
り
が
み
で
遊
ぼ
う･

リ
ズ
ム
遊
び

十
一
日

親
子
ク
ッ
キ
ン
グ

ポ
パ
イ
ハ
ン
バ
ー
グ
を
作
ろ
う
！

対
象
年
齢

保
育
所
年
中
～
年
長

参
加
費

三
〇
〇
円

準
備
物

エ
プ
ロ
ン･

三
角
巾･

タ
オ
ル

そ
の
他

先
着
五
組
と
し
ま
す
。

十
三
日

手
遊
び
・
リ
ズ
ム
遊
び

絵
本
読
み
き
か
せ

二
十
日

リ
ズ
ム
遊
び

二
十
七
日

う
ち
わ
作
り
・
リ
ズ
ム
遊
び

五
月

は
ぐ
く
み
ク
ラ
ブ
活
動
報
告

五
月
十
六
日

管
理
栄
養
士

播
磨
美
智

子
先
生
を
お
迎
え
し
、
食
育
に
つ
い
て
ご
講

演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
当
日
は
、
親
子
二

十
組
が
参
加
し
、
こ
ど
も
の
時
の
食
の
大
切

さ
に
つ
い
て
熱
心
に
耳
を
か
た
む
け
て
い
ま

し
た
。

講
演
の
後
は
、
参
加
者
全
員
で
、
親
子
料

理
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ

こ
ど
も
の
ひ
ろ
ば

(

４
４)

２
０
２
６

子
育
て
交
流
支
援
セ
ン
タ
ー
（
旧
沼
江
保

育
所
）
で
、
子
育
て
支
援
の
一
環
と
し
て
、

国
際
感
覚
育
成
の
た
め
の
英
会
話
教
室
を
開

講
し
て
い
ま
す
。
新
規
受
講
生
を
募
集
し
ま

す
。受

講
希
望
の

方
は
、
子
育
て

交
流
支
援
セ
ン

タ
ー
ま
た
は
役

場
福
祉
課
ま
で

お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

開
講
日

毎
週
土
曜
日

講

師

ト
ラ
ビ
ス
ア
ー
ロ
ン

フ
リ
ン
ク
さ
ん

（
ア
メ
リ
カ
コ
ロ
ラ
ド
出
身
）

受
講
料

月
額

二
〇
〇
〇
円
（
４
回
／
月
）

開
講
教
室
・
開
講
時
間

◆
小
学
校
一
年
生
～
小
学
校
四
年
生

午
前
九
時
三
十
分
～
十
時
十
五
分

◆
小
学
校
五
・
六
年
生

午
前
十
時
三
十
分
～
十
一
時
十
五
分

◆
キ
ッ
ズ
（
四
歳
以
上
児
童
）
の
部

午
前
十
一
時
三
十
分
～
午
後
十
二
時
十
分

午
後
一
時
三
十
分
～
二
時
十
分

◆
一
般
の
部

午
後
七
時
三
十
分
～
八
時
三
十
分

申
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ

子
育
て
交
流
支
援
セ
ン
タ
ー

（
４
４
）２
０
２
６

勝
浦
町
福
祉
課

（
４
２
）１
５
０
２

今
は
生
涯
学
習
の
時
代
で
す
。
お
仕
事
や

日
常
生
活
の
改
善
、
社
会
変
化
へ
の
対
処
、

自
己
を
高
め
る
な
ど
自
ら
の
学
び
が
大
切
に

な
り
ま
し
た
。

本
学
は
、
全
国
の
大
学
教
員
に
よ
る
授
業

が
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
で
行
わ
れ
る
正
規
の
通

信
制
大
学
で
す
。
職
場
を
離
れ
る
こ
と
な
く
、

半
年
ご
と
に
一
科
目
か
ら
、
マ
イ
ペ
ー
ス
で

学
べ
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
年
代
、
職
業
の
方
々

の
ニ
ー
ズ
対
応
の
約
三
百
六
十
科
目
開
講
。

今
全
国
で
約
十
万
人
在
学
。

「
学
士
」「
修
士
」等
さ
ま
ざ
ま
な
資
格
取
得
。

短
大
、
専
門
学
校
卒
の
方
は
学
部
三
年
次

編
入
学
と
さ
ま
ざ
ま
な
学
位
取
得
可
。

学
部
の
活
用

①
生
活
、
健
康
、
福
祉
の
点
検
と
改
善

②
発
達
・
教
育
・
心
理
学
の
総
合
化
、
家

庭
教
育
や
特
別
支
援
教
育
に
。

③
社
会
の
動
き
や
経
済

④
産
業
、
技
術
、
環
境
と
そ
の
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト

⑤
歴
史
、
文
学
、
芸
術
、
文
化
、
哲
学

⑥
数
学
や
生
物
学
等
で
自
然
理
解

⑦
英
語
等
九
ヶ
国
語

大
学
院
の
活
用
で
職
業
上
の
力
量
ア
ッ
プ

①
総
合
文
化（
文
化
情
報･

環
境
シ
ス
テ
ム
）

②
政
策
経
営

③
教
育
開
発

④
臨
床
心
理

放
送
は
Ｃ
Ｓ
放
送
や
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
。
授
業
テ
ー

プ
の
視
聴
・
貸
出
は
当
セ
ン
タ
ー
（
通
常

十
九
時
四
十
五
分
ま
で
、
土
・
日
も
開
所
）、

美
馬
市
、
美
波
町
で
。

募
集
学
生
（
二
学
期
制
）

大
学
お
よ
び
大
学
院
（
卒
業
を
め
ざ
す
全

科
生
／
一
年
在
籍
の
選
科
生
／
半
年
在
籍
の

科
目
生
／
修
士
全
科
生
八
月
二
十
五
日
～
九

月
十
四
日
、
入
試
あ
り
。

募
集
期
間

六
月
十
五
日
～
八
月
十
五
日

募
集
要
項
請
求
・
問
い
合
せ

放
送
大
学
徳
島
学
習
セ
ン
タ
ー

（
徳
島
市
新
蔵
町
二
徳
島
大
学
日
亜
会
館
内
）

０
８
８（
６
０
２
）０
１
５
１

「
放
送
大
学
」

十
月
入
学
生
募
集
！

英
会
話
教
室受

講
生
募
集
！

は
ぐ
く
み
ク
ラ
ブ
六
月
行
事
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時

間

午
前
九
時
三
十
分
～

十
一
時
三
十
分

場

所

生
比
奈
保
育
所

（
園
庭
お
よ
び
リ
ズ
ム
室)

対
象
者

〇
歳
～
五
歳
児
（
家
庭
で
保
育
さ

れ
て
い
る
子
ど
も
と
保
護
者
）

育
児
相
談
事
業

時

間

平
日

午
前
九
時
～
午
後
四
時

場

所

生
比
奈
保
育
所

(

４
２)

３
０
７
７

内

容
生
比
奈
保
育
所
で
は
食
事
、
言
葉
、
排
泄

な
ど
、
子
育
て
に
関
す
る
疑
問
や
悩
み
の
相

談
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
一
人
で
抱
え
込

ま
な
い
で
相
談
し
て
下
さ
い
ね
。

町
で
は
農
業
用
機
械
施
設
と
し
て
バ
ッ
ク

ホ
ウ
と
ミ
ニ
バ
ッ
ク
ホ
ウ
を
所
有
し
て
お
り

ま
す
。
業
務
は
中
山
の
片
山
博
之
さ
ん

（
４
２
）３
５
７
４
に
委
託
し
て
お
り
ま
す

の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

利
用
内
容

老
木
園
・
不
良
園
の
改
植
、
園
内
道
の
整

備
、
農
道
の
新
設
整
備
、
小
規
模
の
土
地
基

盤
整
備
お
よ
び
農
地
・
農
業
用
施
設
の
補
修

費

用

※
上
記
利
用
料
及
び
積
降
料
に
つ
い
て
は
町
か
ら
の

請
求
と
な
り
ま
す
。
運
搬
料
（
通
常
片
道
料
金
の

み
）
に
つ
い
て
は
別
途
請
求
が
あ
り
ま
す
の
で
お

支
払
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

勝
浦
町
産
業
建
設
課

（
４
２
）１
５
０
５

６月28日 ６月21日 ６月14日 ６月７日

★
室
内
外
で
好
き
な
遊
び
を
し
ま

し
ょ
う
。

★
六
月
生
お
誕
生
会

★
七
夕
の
飾
り
を
作
ろ
う
。

★
室
内
外
で
好
き
な
遊
び
を
し
ま

し
ょ
う
。

★
い
ろ
ん
な
風
船
で
遊
ぼ
う
。

★
室
内
外
で
好
き
な
遊
び
を
し
ま

し
ょ
う
。

★
保
健
師
に
よ
る
身
体
測
定

★
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
等

★
室
内
外
で
好
き
な
遊
び
を
し
ま

し
ょ
う
。

★
し
ゃ
ぼ
ん
だ
ま
で
遊
ぼ
う
。

★
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
等

★
更
生
保
護
女
性
会
来
所

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
か
ら

★
六
月
の
わ
ん
ぱ
く
教
室
予
定

お
知
ら
せ

農
業
用
機
械
施
設
の

ご
利
用
に
つ
い
て

運
搬
料

積
降
料

利
用
料

片
道

八
、四
〇
〇
円

（
ト
ラ
フ
ィ
ッ
ク
中
村
の
場
合
）

一
回

三
、〇
〇
〇
円

一
時
間
あ
た
り
三
、三
〇
〇
円

梅雨・台風などで土砂災害が発生しやすいシーズンを迎えました。

土砂災害を防止するため、県ではさまざまな対策を行っています

が、それだけでは十分に被害を防ぐことはできません。被害を最小

限に抑えるためには、一人ひとりが気象状況に注意して避難するこ

とが大切です。

普段から避難場所や避難する方法を決めておきましょう。がけ地

や谷川に異常を感じたときは、すぐに最寄りの町役場、警察、また

は県土木事務所へご連絡ください。

６月は土砂災害防止月間です!! 徳島県
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七
月
、
八
月
に
は

「
防
ご
う
！
少
年
非

行
」
県
民
総
ぐ
る
み

運
動
が
行
わ
れ
ま
す
。

県
警
察
と
し
て
は
、

こ
の
期
間
中
特
に

①
街
頭
補
導
活
動
の
強
化

②
薬
物
乱
用
防
止
の
広
報
な
ど
の
実
施

③「
お
父
さ
ん
の
た
め
の
非
行
防
止
教
室
」

等
の
開
催

④
少
年
相
談
活
動
の
推
進

⑤
被
害
少
年
の
支
援
の
強
化

等
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ス
ロ
ー
ガ
ン

地
域
ぐ
る
み
で
健
全
育
成

～
と
も
に
育
む

豊
か
な

心
と
生
き
抜
く
力
～

ヤ
ン
グ
テ
レ
フ
ォ
ン

０
８
８（
６
２
５
）８
９
０
０

い
じ
め
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

０
８
８（
６
２
３
）７
３
２
４

サ
ン
デ
ー
親
子
相
談
室

毎
月
第
一
日
曜
日

警
察
本
部
に
て

気
を
つ
け
て
水
の
事
故

最
近
、
河
川
や
海
で
自

然
体
験
型
の
レ
ジ
ャ
ー
を

楽
し
む
人
々
が
増
加
す
る

一
方
、
釣
り
・
ボ
ー
ト
遊

び
、
水
遊
び
中
な
ど
の
水

難
は
跡
を
絶
た
ず
に
発
生

し
て
お
り
、
昨
年
、
県
下
で
発
生
し
た
十
件

の
う
ち
、
七
月
、
八
月
の
二
ヶ
月
間
に
六
件

も
の
発
生
が
あ
り
、
四
人
の
方
が
亡
く
な
っ

て
い
ま
す
。

①
出
か
け
る
前
に
は
、
目
的
地
の
天
気
予
報

を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

②
子
ど
も
の
動
き
に
十
分
に
注
意
し
、
必
ず

目
の
届
く
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

③
飲
酒
し
て
の
遊
泳
は
も
っ
て
の
ほ
か
で
す
。

④
テ
ン
ト
は
、
中
洲
や
川
幅
の
狭
い
と
こ
ろ

は
避
け
、
安
全
な
場
所
で
張
り
ま
し
ょ
う
。

警
察
官
採
用
試
験

受
験
者
募
集
中
！

採
用
区
分

警
察
官
Ａ
（
大
卒
、
同
見
込
）

警
察
官
Ａ
特
別
（
大
卒
で
十
月
一
日
か
ら

勤
務
可
能
な
方
）

警
察
官
Ｂ
特
別
（
高
卒
で
十
月
一
日
か
ら

勤
務
可
能
な
方
）

申
込
期
間

六
月
二
日
ま
で

試

験

日

七
月
八
日
・
九
日

そ

の

他

警
察
官
Ｂ
（
高
卒
、

同
見
込
）
お
よ
び
女
性

警
察
官
の
試
験
申
込
書

配
布
開
始
は
、
七
月
五

日
か
ら
で
す
。

※
詳
し
く
は
、
小
松
島
警
察
署
ま
で

（
３
２
）０
１
１
０

六
・
七
月
猟
銃
の
講
習
日

経
験
者
講
習

６
月
14
日

美
馬
警
察
署

28
日

徳
島
西
警
察
署

７
月
12
日

三
好
警
察
署

26
日

徳
島
西
警
察
署

初
心
者
講
習

６
月
７
日

小
松
島
警
察
署

皆
さ
ん
、
人
権
擁
護
委
員
制
度
を
ご
存
知

で
す
か
？

六
月
一
日
は
、
人
権
擁
護
委
員
法
が
施
行

さ
れ
た
日
で
す
。

法
務
省
及
び
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

で
は
、
六
月
一
日
を
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

と
定
め
て
お
り
、
徳
島
県
人
権
擁
護
委
員
連

合
会
及
び
徳
島
地
方
法
務
局
で
も
、
こ
の
日

を
中
心
と
し
て
、
人
権
擁
護
委
員
制
度
の
周

知
と
人
権
思
想
の
普
及
・
高
揚
に
努
め
て
い

ま
す
。

人
権
は
、
人
間
が
幸
福
な
人
生
を
送
る
上

で
、
最
も
大
切
な
権
利
で
す
。
自
分
だ
け
で

な
く
、
す
べ
て
の
人
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

国
の
内
外
を
問
わ
ず
、
人
々
が
お
互
い
に

人
権
を
守
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
る
い
社
会
を

つ
く
る
こ
と
が
、
私
た
ち
の
願
い
で
す
。

人
権
擁
護
委
員
の
日
で
あ
る
六
月
一
日
に

は
全
国
一
斉
の
人
権
相
談
を
左
記
の
と
お
り

実
施
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら

れ
ま
す
。

★
人
権
相
談
開
設
場
所
★

勝
浦
町
住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
一
階

六
月
一
日

午
後
一
時
～
四
時
三
十
分
ま
で

防
ご
う
！

少
年
非
行

人
権
擁
護
委
員
の
日
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最
近
、
徳
島
県
内
で
高
齢
者
や
主
婦
を
狙
っ
て
訪
問
販
売

や
通
信
販
売
な
ど
で
高
額
な
商
品
を
買
わ
さ
れ
た
と
言
う
相

談
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
月
は
こ
う
い
っ
た
ケ
ー

ス
で
消
費
者
の
強
い
味
方
に
な
る
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度

に
つ
い
て
詳
し
く
紹
介
し
ま
す
。

（
１
）
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
と
は

訪
問
販
売
な
ど
特
定
の
取
引
に
つ
い
て
、
い
っ
た
ん
契
約

し
た
場
合
で
も
、
一
定
期
間
は
消
費
者
が
自
由
に
契
約
を
解

除
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
た
制
度
で
す
。

（
２
）
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
で
き
る
契
約

例
え
ば
訪
問
販
売
に
よ
っ
て
契
約
し
た
場
合
は
、

契
約
書

面
を
受
け
取
っ
た
日
か
ら
八
日
間
は
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が

で
き
ま
す
。
し
か
し
契
約
内
容
に
よ
っ
て
、
こ
の
制
度
が
適

用
さ
れ
な
い
場
合
や
適
用
さ
れ
る
期
間
も
さ
ま
ざ
ま
な
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

（
３
）
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
は
、
必
ず
書
面
で

電
話
や
面
談
で
つ
げ
た
だ
け
で
は
、
後
に
な
っ
て
「
連
絡

を
受
け
て
い
な
い
」「
解
除
す
る
と
い
う
内
容
で
は
な
か
っ
た
」

「
行
使
期
間
を
過
ぎ
て
い
た
」
な
ど
と
、
水
か
け
論
に
な
る
恐

れ
が
あ
る
た
め
で
す
。

《
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の
書
き
方
の
見
本
図
》

①
書
面
が
書
け
た
ら
、
両
面
を
必
ず
コ
ピ
ー
し
ま
し
ょ
う
。

②
郵
便
局
に
持
っ
て
い
き
、
簡
易
書
留
か
配
達
記
録
郵
便

で
出
し
ま
し
ょ
う
。

③
書
面
の
コ
ピ
ー
と
領
収
書
と
を
い
っ
し
ょ
に
保
管
し
て

く
だ
さ
い
。

こ
の
控
え
は
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
し
た
証
拠
に
な
り
ま
す
。

○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○

（
会

社

名
）

代
表
取
締
役

×
×

×
×

殿

郵 便 は が き

契
約
解
除
通
知

申

込

日

○
年
○
月
○
日

販
売
店
名

○
○
○
○
○
○
○

商

品

名

×
×
×
×
×

右
の
契
約
の
申
込
み
を
撤
回
し
又
は
契
約
を

解
除
し
ま
す
の
で
通
知
し
ま
す
。

○
年
○
月
○
日

<

住
所>

<

氏
名>

印

（表） （裏）

クーリング・オフ制度について詳しく知りたい方や他の

消費者トラブルでお悩みの方は、徳島県消費者情報センター

までお気軽にご相談くだい。

問い合わせ先

徳島県消費者情報センター （088）623－0611

勝浦町住民課 42－1501

消
費
者
の
豆
知
識
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梅
雨
に
降
る
雨
は
、
夏
の
水
資
源
と
し
て
も
重
要
で
、

昨
年
は
梅
雨
の
雨
が
少
な
く
、
渇
水
対
策
が
大
き
な
社
会

問
題
と
な
り
ま
し
た
。

一
方
、
平
成
十
六
年
の
梅
雨
末
期
に
は
、
新
潟
県
や
福

島
県
、
福
井
県
で
豪
雨
に
よ
り
大
き
な
災
害
が
発
生
し
ま

し
た
。
徳
島
県
で
も
梅
雨
末
期
の
大
雨
で
、
大
き
な
災
害

が
起
こ
り
ま
し
た
。
気
象
台
で
は
、
大
雨
に
よ
り
災
害
が

起
こ
る
と
予
想
し
た
時
は
、
気
象
現
象
の
経
過
に
よ
っ
て
、

大
雨
注
意
報
や
大
雨
警
報
を
次
の
図
の
よ
う
な
タ
イ
ミ
ン

グ
で
発
表
し
ま
す
の
で
、
情
報
を
利
用
し
て
早
め
の
災
害

対
策
を
お
願
い
し
ま
す
。

徳
島
地
方
気
象
台

梅
雨
末
期
の
大
雨
に
注
意

年
金
請
求
な
ど
の
ご
相
談
は

０
５
７
０（
０
５
）１
１
６
５

年
金
を
お
受
け
に
な
っ
て
い
る
方
の

ご
相
談
は０

５
７
０（
０
７
）１
１
６
５

【
受
付
時
間
】

午
前
八
時
三
十
分
～
午
後
五
時

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

※
年
金
の
こ
と
を
も
っ
と
知
り
た
い
方

は
「
社
会
保
険
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
」

http://www.sia.go.jp/

国
民
年
金
保
険
料
の
お
得
な
納
め
方

国
民
年
金
だ
よ
り

国
民
年
金
保
険
料
は
、
月
額
一
三
、八

六
〇
円
で
す
。「
五
月
分
は
六
月
末
日
が

納
付
期
限
」
と
い
う
様
に
、
翌
日
末
日

ま
で
に
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
社
会
保
険
庁
か
ら
送
ら
れ

て
く
る
納
付
書
で
、
金
融
機
関
や
郵
便

局
な
ど
で
毎
月
納
め
て
く
だ
さ
い
。

口
座
振
替
が
便
利
で
お
得
で
す

ご
指
定
の
金
融
機
関
の
口
座
か
ら
毎

月
自
動
的
に
保
険
料
が
引
き
落
と
さ
れ

ま
す
。
手
数
料
は
一
切
か
か
り
ま
せ
ん
。

口
座
振
替
に
限
り
、「
当
月
分
を
当
月

末
日
に
納
付
」
を
選
ん
で
い
た
だ
く
と
、

毎
月
五
十
円
が
割
引
に
な
り
ま
す
。

前
納
す
る
と
割
引
に
な
り
ま
す

保
険
料
を
あ
ら
か
じ
め
一
定
期
間
分

ま
と
め
て
納
め
る
と
割
引
さ
れ
ま
す
。

例
え
ば
、
一
年
間
分
を
前
納
す
る
と
二
、

九
五
〇
円
が
割
引
さ
れ
ま
す
。

口
座
振
替
で
前
納
す
る
と

さ
ら
に
お
得
で
す

一
年
分
ま
た
は
六
ヶ
月
分
を
口
座
振

替
で
前
納
す
る
と
、
毎
月
現
金
納
付
に

比
べ
一
年
分
で
は
、
三
、四
九
〇
円

六

ヶ
月
分
で
は
九
四
〇
円
の
割
引
に
な
り

ま
す
。
た
だ
し
、
お
申
込
み
い
た
だ
け

る
期
限
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、

詳
し
く
は
社
会
保
険
事
務
所
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

★
コ
ン
ビ
ニ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
で

も
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

あ
な
た
と
つ
な
が
る

「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」

「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」
は
あ
な
た
と

つ
な
が
る
身
近
な
相
談
窓
口
で
す
。
全

国
ど
こ
か
ら
で
も
市
内
通
話
料
金
で
利

用
で
き
ま
す
。
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国保と医療費

40歳から64歳の介護保険料は、国保税として徴収します。

保険税は国保の被保険者としての資格

を得た月、例えば職場の健康保険を抜け

たり、他の市町村から転入した月の分か

ら納めます。

保険税は国保の資格を得た６月までさ

かのぼって納めます。

また、届け出をした九月まで保険証が

ありませんから、６～８月のあいだの医

療費は全額自己負担になります。

住民税が非課税世帯の方が入院した場合には、申請す

れば１食の食事代負担額が210円に、また、90日を超え

た場合には160円軽減されます。

該当される方はすでに減額認定証を交付していますが、

平成18年７月31日で有効期限が切れます。再度軽減認

定証を受ける必要がある方は更新手続きをしてください。

【申請に必要なもの】

健康保険証・印鑑・食事代の減額認定証

老人医療の方は老人医療受給証

【申請場所】

国民健康保険に加入している方は、

勝浦町総務税務課 （42）1503

老人医療を受けている方は、

勝浦町福祉課 （42）1502

保険税の納め方

平 等 割 一世帯にいくらと計算

均 等 割 世帯の加入者数に応じて計算

所 得 割 世帯の所得に応じて計算

資 産 割 世帯の資産に応じて計算

保険税の総額を右の四つの項目をもとに算定、

それらを組み合わせて一世帯ごとの保険税額が

決まります（市町村によって組み合わせは異な

ります）。

保険税の決め方

会社をやめた
▼

この間の医療費は
全 額 自 己 負 担

国保加入の届け出を出した
▼

６月 ７月 ８月 ９月 10月

保険税

国や地方自治体

などの補助金

その年に予測

される医療費

自己負担金

その年に予測される医療費から、

国などからの補助金と私たちが病院

で支払う一部負担金を差し引いた分

が保険税となります。

たとえば

６月に会社をやめ、９月に国保

加入の届け出を出した人の場合

入院時の食事代の減額認定証の
更新手続き

世帯主本人が職場の健康保険などに加入している場合

でも、世帯内に国保の被保険者がいる場合は保険税納付

の義務は世帯主にあります。

保険税の納付は世帯主の義務
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かたりあうページ

僕
の
家
に
は
、
「
お
ば
ち
ゃ
ん
」

が
一
緒
に
す
ん
で
い
ま
す
。
「
お
ば

ち
ゃ
ん
」
は
、
母
の
姉
で
す
。
だ
か

ら
、
僕
の
叔
母
な
の
で
す
。

お
ば
ち
ゃ
ん
は
、
身
体
が
不
自
由

で
す
。
立
つ
こ
と
が
ま
ま
な
り
ま
せ

ん
。
三
歳
の
頃
、
お
ば
ち
ゃ
ん
は
、

じ
い
ち
ゃ
ん
、
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
連
れ

ら
れ
て
、
田
ん
ぼ
へ
行
っ
て
い
た
そ

う
で
す
。
お
ば
ち
ゃ
ん
を
畦
道
に
置

き
、
二
人
が
仕
事
を
し
て
い
た
時
、

事
故
は
起
こ
り
ま
し
た
。
突
然
、
畦

の
方
か
ら
泣
き
声
が
し
た
の
で
振
り

返
る
と
、
お
ば
ち
ゃ
ん
が
畦
か
ら
田

ん
ぼ
に
落
ち
て
い
た
そ
う
で
す
。
お

ば
ち
ゃ
ん
は
火
が
つ
い
た
よ
う
に
な

き
叫
ん
で
い
ま
し
た
が
、
抱
き
上
げ

る
と
泣
き
や
み
ま
し
た
。
け
が
を
し

て
い
る
様
子
で
も
な
か
っ
た
の
で
、

じ
い
ち
ゃ
ん
た
ち
は
、
再
び
仕
事
を

始
め
、
お
ば
ち
ゃ
ん
を
そ
の
ま
ま
に

し
て
い
た
そ
う
で
す
。
と
こ
ろ
が
、

三
日
ぐ
ら
い
た
っ
た
頃
、
歩
き
方
が

お
か
し
い
の
に
気
づ
き
ま
し
た
。
バ

ラ
ン
ス
を
崩
し
て
、
す
ぐ
に
転
ん
だ

そ
う
で
す
。
じ
い
ち
ゃ
ん
も
ば
あ
ち
ゃ

ん
も
び
っ
く
り
し
て
、
病
院
へ
連
れ

て
行
っ
た
と
こ
ろ
、
脳
に
異
常
が
あ
っ

た
そ
う
で
す
。
そ
の
時
か
ら
、
お
ば

ち
ゃ
ん
の
身
体
は
よ
く
な
ら
ず
、
ず
っ

と
立
て
な
い
の
で
す
。

じ
い
ち
ゃ
ん
と
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
死

ん
で
し
ま
っ
て
か
ら
は
、
母
が
お
ば

ち
ゃ
ん
の
世
話
を
し
て
い
ま
す
。
そ

れ
は
、
僕
が
産
ま
れ
る
前
の
こ
と
な

の
で
、
僕
に
と
っ
て
お
ば
ち
ゃ
ん
は
、

大
切
な
家
族
の
一
員
な
の
で
す
。

お
ば
ち
ゃ
ん
は
、
自
分
の
力
で
は

外
に
出
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ

れ
で
、
母
は
、
で
き
る
だ
け
毎
日
、

お
ば
ち
ゃ
ん
を
散
歩
に
連
れ
て
行
っ

て
あ
げ
て
い
ま
す
。
車
椅
子
に
乗
せ

て
近
く
の
町
並
み
を
ぐ
る
う
っ
と
回

り
ま
す
。
約
四
十
分
か
け
て
、
ゆ
っ

く
り
と
回
り
ま
す
。
お
ば
ち
ゃ
ん
の

大
切
な
時
間
で
す
。

僕
も
、
小
学
生
の
頃
、
何
度
か
付

い
て
行
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
時
の
こ
と
で
す
が
、
僕
は
嫌
な
思

い
を
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
母
が

車
椅
子
を
押
す
姿
を
見
て
、
す
れ
違

う
人
の
中
に
、
「
大
変
じ
ゃ
な
あ
」

と
声
を
か
け
る
人
が
い
た
こ
と
で
す
。

声
を
掛
け
て
く
れ
る
の
は
う
れ
し
い

け
れ
ど
、
そ
の
一
言
を
、
僕
は
快
く

聞
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

車
椅
子
を
押
す
人
が
大
変
な
の
か
、

不
自
由
な
身
体
に
な
っ
た
人
が
大
変

な
の
か
、
僕
に
は
、
そ
の
言
葉
に
納

得
が
い
か
な
い
の
で
す
。
時
に
は
、

何
も
言
わ
ず
に
、
じ
い
っ
と
立
ち
止

ま
っ
て
見
る
人
も
い
ま
す
。
こ
う
い

う
人
た
ち
の
視
線
も
、
お
ば
ち
ゃ
ん

や
母
に
は
、
冷
た
く
感
じ
る
も
の
な

の
で
す
。
そ
れ
は
、
幼
か
っ
た
ぼ
く

で
さ
え
、
ビ
ン
ビ
ン
と
感
じ
る
も
の

で
し
た
。

お
ば
ち
ゃ
ん
は
、
望
ん
で
不
自
由

な
身
体
に
な
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
あ
の
田
ん
ぼ
で
の
出
来
事
以

来
、
お
ば
ち
ゃ
ん
は
、
自
分
の
生
活

に
お
い
て
た
く
さ
ん
の
制
限
を
背
負

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
お
ば
ち
ゃ
ん

の
心
は
、
み
ん
な
と
同
じ
く
自
由
な

の
で
す
。

一
日
一
日
を
大
切
に
生
き
て
い
ま

す
。
不
自
由
な
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
が
、
お
ば
ち
ゃ
ん
と
母
が
が

ん
ば
っ
て
い
る
時
、
僕
は
、
「
大
変

じ
ゃ
な
」
で
は
な
く
、
二
人
を
励
ま

す
声
を
掛
け
て
ほ
し
い
の
で
す
。

「
こ
う
や
っ
て
外
に
つ
れ
て
来
て
く

れ
て
、
い
い
空
気
を
吸
わ
し
て
も
ろ

う
て
、
良
か
っ
た
な
あ
―
―
―
」
お

ば
ち
ゃ
ん
の
気
持
ち
、
お
ば
ち
ゃ
ん

の
心
を
代
弁
し
た
こ
ん
な
言
葉
を
掛

け
て
く
れ
る
人
も
い
ま
す
。

同
じ
一
言
で
も
、
人
の
心
へ
の
響

き
方
が
こ
ん
な
に
も
違
う
も
の
な
の

で
す
。
こ
れ
は
言
葉
の
違
い
な
の
で

す
が
、
本
当
は
、
心
の
違
い
な
の
で

す
。
言
葉
を
発
し
た
人
が
、
相
手
の

ひ
と
を
ど
の
よ
う
に
思
っ
て
い
る
か

が
表
れ
て
い
る
の
で
す
。

身
体
が
不
自
由
な
お
ば
ち
ゃ
ん
や

そ
の
世
話
を
す
る
母
の
姿
を
、
気
の

毒
だ
と
暗
く
見
る
の
で
な
く
、
お
ば

ち
ゃ
ん
や
母
の
生
き
方
に
も
、
喜
び

や
満
足
感
が
あ
る
の
だ
と
い
う
こ
と

に
気
づ
い
て
ほ
し
い
の
で
す
。
人
の

幸
せ
や
生
き
が
い
と
は
こ
う
い
う
も

の
だ
―
―
―
と
決
め
つ
け
な
い
で
ほ

し
い
の
で
す
。

車
椅
子
に
乗
せ
て
も
ら
っ
て
、
景

色
や
町
の
様
子
を
楽
し
む
お
ば
ち
ゃ

ん
、
姉
の
車
椅
子
を
押
し
な
が
ら
、

満
足
し
て
い
る
母
の
気
持
ち
を
分
か
っ

て
く
れ
た
時
、
自
然
と
、
「
良
か
っ

た
な
あ
―
―
―
」
と
い
う
温
か
い
言

葉
を
掛
け
て
く
れ
る
ん
だ
と
思
い
ま

す
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
の
こ
と
は
決
し

て
恥
ず
か
し
い
こ
と
で
は
な
く
、
お

ば
ち
ゃ
ん
と
母
に
と
っ
て
は
、
大
事

な
時
間
だ
か
ら
で
す
。

相
手
の
気
持
ち
に
な
る
に
は
、
相

手
の
気
持
ち
を
知
ろ
う
と
努
力
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

散
歩
か
ら
帰
っ
て
来
た
時
、
母
は
、

「
あ
あ
、
疲
れ
た
―
―
―
」
と
言
い

ま
す
。
僕
は
、
「
ご
苦
労
さ
ん
」
と

声
を
掛
け
て
あ
げ
ま
す
。
正
直
言
っ

て
、
今
の
僕
に
は
、
お
ば
ち
ゃ
ん
を

連
れ
て
行
っ
て
あ
げ
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
声
を
掛
け
る
の
が
精
一
杯

で
す
。
だ
か
ら
、
「
思
い
や
る
」
と

い
う
こ
と
を
忘
れ
な
い
で
、
家
族
の

一
員
と
し
て
生
き
て
い
き
た
い
で
す
。

日
曜
日
の
お
昼
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ

｢

の
ど

自
慢｣

を
何
よ
り
楽
し
み
に
し
て
い

る
お
ば
ち
ゃ
ん
、
し
か
し
、
僕
の
見

た
い
番
組
と
重
な
る
と
、
リ
モ
コ
ン

を
渡
し
て
く
れ
て
、｢

○
○
ち
ゃ
ん

の
好
き
な
の
に
変
え
た
ら
わ｣

と
言
っ

て
く
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
す
ぐ
に
チ
ャ

ン
ネ
ル
を
変
え
る
僕
。
ア
カ
ン
な
あ

と
思
い
ま
す
。

こ
ん
な
家
族
と
し
て
の
さ
り
げ
な

い
場
面
に
も
、
も
っ
と

｢

思
い
や
り

の
心｣

を
示
せ
る
人
間
に
な
り
た
い

な
あ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

徳
島
地
方
法
務
局
・
徳
島
県
人
権
擁

護
委
員
連
合
会

平
成
十
七
年
度
全
国

中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
徳
島
県

大
会
入
賞
作
品
集
よ
り

「思いやりの心」をもって
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軒
先
に
ひ
な
壇
飾
り
古
き
ど
の
家
も
こ
の
春
華
や
ぎ
て
お
り

立
川

堀

梅

子

夫
逝
き
て
独
り
と
な
り
し
小
農
に
も
慣
れ
て
十
年
の
歳
月
が
過
ぐ

坂
本

木

下

茂

子

山
里
に
生
く
る
は
楽
し
山
菜
の
育
つ
季
節
を
ひ
た
す
ら
待
て
り

生
名

柳

田

末

子

卓
上
の
梅
の
香
り
が
夕
食
の
夫
と
の
会
話
に
彈
み
を
つ
け
る

横
瀬

桜
木
千
代
子

満
月
に
照
ら
し
出
さ
る
る
夜
の
ポ
ス
ト
友
へ
の
便
り
や
さ
し
く
落
す

横
瀬

中
田
ヤ
ス
エ

お
ん
ぶ
す
る
を
喜
び
い
し
孫
帰
り
行
き
空か

ら

の
背
中
を
ゆ
す
ぶ
っ
て
み
る

横
瀬

丸

関

朋

子

友
だ
ち
が
一
人
も
い
な
い
と
聞
く
と
き
の
私
は
君
の
何
な
の
だ
ろ
う

棚
野

田

中

久

子

我
の
一
生

ひ
と
よ

に
実
り
見
え
る
か
み
か
ん
苗
植
え
て
楽
し
む
春
の
一
日
を

坂
本

平

尾

智

男

俄
か
雨
に
吾
の
手
を
ひ
き
傘
か
け
て
く
る
る
青
年
ピ
ア
ス
が
光
る

沼
江

森
脇
ア
ヤ
子

花
散
ら
す
雨
に
打
た
る
る
桜
木
を
映
し
て
川
面
は
流
れ
つ
づ
く
る

与
川
内

植

松

寄

子

芍
薬
を
里
よ
り
持
ち
来
て
七
十
年
今
年
も
ピ
ン
ク
の
花
を
咲
か
せ
り

中
山

栗

城

絹

若
く
し
て
死
に
た
る
人
あ
り
白
梅
は
葬
儀
の
道
に
ひ
ら
す
ら
に
咲
く

中
山

溝
内
喜
美
代

我
な
り
に
今
は
し
あ
わ
せ
病
み
て
読
む
本
に
光
を
見
つ
け
た
る
時

生
名

岩

本

敏

子

紅
梅
が
す
っ
き
り
壺
に
活
け
ら
る
る
友
の
玄
関
訪
な
い
て
お
り

横
瀬

廣
安
美
枝
子

少
し
だ
け
遅
る
る
夕
餉
沈
丁
花
の
香
り
に
佇
ち
て
時
を
忘
る
る

生
名

川
田
タ
マ
ヱ

姉
妹
五
人
そ
れ
ぞ
れ
違
う
性
格
の
長
所
短
所
を
持
ち
て
生
き
い
る

横
瀬

平
山
美
千
江

初
場
所
に
贔
屓
の
力
士
優
勝
す
涙
で
拍
手
一
人
の
部
屋
に

横
瀬

林

と
み
え

嫁
入
り
先
よ
り
里
帰
り
せ
し
古
今
び
な
ふ
る
里
の
光
が
や
さ
し
く
包
む

横
瀬

日

下

克

子

ね
ぎ
畑
の
明
日
は
抜
か
る
る
雑
草
に
月
の
光
の
柔
ら
か
く
差
す

棚
野

殿

川

早

苗

吊
り
革
に
下
げ
た
る
車
内
の
傘
の
先
静
か
に
揺
れ
て
速
度
増
し
ゆ
く

棚
野

島

つ
と
む

お
ぼ
ろ
月
に
母
の
笑
顔
が
想
わ
れ
て
手
を
引
か
る
ご
と
夜
の
道
歩
む

棚
野

田

中

茂

子

悴か
じ

か
み
し
手
に
嫁
よ
り
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
気
付
け
ば
今
日
は
わ
が
誕
生
日

坂
本

菅
内
久
美
子

寮
母
さ
ん
の
カ
ラ
オ
ケ
寸
劇
手
拍
子
で
庭
は
い
ち
め
ん
桜
散
り
初
む

棚
野

北
島
ア
サ
ノ

森
本
邸
は
広
き
旧
家
の
佇
ま
い
百
年
前
の
雛
も
飾
ら
る

坂
本

山

口

昭

市

老
梅
は
一
輪
咲
か
せ
て
春
近
し
生
く
る
喜
び
梅
に
教
わ
る

横
瀬

西

蔭

達

男

桜
狩
り
一
夜
の
雨
は
惜
し
げ
な
く
花
び
ら
を
寄
せ
小
川
に
流
る

中
角

岡
本
ハ
ツ
ヱ

薄
曇
る
黄
砂
の
月
に
咲
き
初
め
し
白
木
連
が
仄
仄

ほ
の
ぼ
の

と
浮
く

中
山

山

下

房

雄

六
月
五
日
締
め
切
り

川
柳
一
人
二
句

あ
て
先

横
瀬

中

田

万

里

七
月
五
日
締
め
切
り

俳
句
一
人
二
句

あ
て
先

生
名

丸

山

香

月

次
回
作
品
募
集

松

並

武

夫

選

か
つ
う
ら
歌
壇

１

平
成
十
九
年
歌
会
始
の
お
題

「
月
」

２

詠
進
歌
の
詠
進
要
領

詠
進
歌
は
、
お
題
を
読
み
込
ん
だ
自
作
の
短
歌
で
一
人
一
首

と
し
、
未
発
表
の
も
の

書
式
は
、
習
字
用
の
半
紙
を
横
長
に
用
い
、
右
半
分
に
お
題

と
短
歌
、
左
半
分
に
郵
便
番
号
、
氏
名
（
本
命
、
ふ
り
が
な

つ
き
）
生
年
月
日
及
び
職
業
を
縦
書
き
で
書
く

無
職
の
場
合
は
「
無
職
」
（
以
前
に
職
業
に
つ
い
た
事
が

あ
る
場
合
、
な
る
べ
く
元
の
職
業
を
。
主
婦
の
場
合
は
、
主

婦
と
書
い
て
も
よ
い
。）

用
紙
は
半
紙
と
し
、
毛
筆
で
自
書

３

注
意
事
項
（
次
の
場
合
は
失
格
と
な
る
）

お
題
を
読
み
込
ん
で
い
な
い
場
合

一
人
で
二
首
以
上
詠
進
し
た
場
合

未
発
表
の
短
歌
で
あ
る
事

歌
会
始
の
行
な
わ
れ
る
以
前
に
発
表
し
た
場
合

同
筆
と
認
め
ら
れ
る
す
べ
て
の
詠
進
歌

住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
職
業
を
書
い
て
な
い
も
の
、
そ

の
他
詠
進
要
領
に
よ
ら
な
い
場
合

４

詠
進
の
期
間

平
成
十
八
年
九
月
三
十
日

ま
で
と
し
、
郵
送
は
消
印

が
九
月
三
十
日
ま
で
の
も

の
を
有
効
と
す
る

５

郵
便
の
あ
て
先

「
〒
１
０
０
―
８
１
１
１

宮

内
庁
」
と
し
封
筒
に
「
詠

進
歌
」
と
書
き
添
え
る

詠
進
要
領
を
簡
潔
に
書
き
ま
し
た
。
不
明
の
点
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
（
４
２
）４
５
８
３

中
田
ヤ
ス
エ
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

今
年
は
多
く
の
方
の
ご
参
加
期
待
し
て
い
ま
す
。

歌
会
始
の
詠
進
要
領
（
平
成
十
九
年
）

お
題

○

○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○

（
山
折
り
）

〒

住
所

電
話
番
号

氏

名

（
ふ
り
が
な
）

生
年
月
日

職

業

〈書式図〉横長



18

み ん な の 健 康

の保健行事
日 曜 内 容 受 付 時 間 場 所 対 象 者 持参するもの等

１ 木 総 合 健 診 ８:00～10:00 農村婦人の家 山西・中角地区住民 問 診 票 ほか

６ 火 総 合 健 診 ８:00～10:00 沼江コミュニ
ティーセンター 石原・沼江・掛谷地区住民 問 診 票 ほか

８ 木 健 康 相 談 10:00～11:30 勝 浦 会 館 黒岩地区住民 健 康 手 帳

９ 金 乳 児 健 康 診 査 13:30～14:30
農村環境改善

セ ン タ ー

平成17年11月１日から
平成18年３月31日までに
生まれた子

母子健康手帳

13 火 総 合 健 診 ８:00～10:00 坂 本 集 会 所 坂本地区住民 問 診 票 ほか

16 金 １歳６か月児健康診査 13:00 農村環境改善
セ ン タ ー

平成16年９月１日から
12月31日までに生まれた子

問 診 票
母子健康手帳

20 火 総 合 健 診 ８:00～10:00 今山ふれあい
交 流 館 今山・黒岩地区住民 問 診 票 ほか

22 木 婦 人 が ん 検 診
９:00～10:00

13:30～14:30

農村環境改善

セ ン タ ー

子宮がん 20歳以上
乳腺・甲状腺 40歳以上
（ただし、いずれも２年に１回）

問 診 票

27 火 股 関 節 脱 臼 検 診 13:30 勝 浦 病 院
小 児 科

平成18年１月１日から
５月31日までに生まれた子 母子健康手帳

29 木 総 合 健 診 ８:00～10:00 農村環境改善
セ ン タ ー 棚野・久国地区住民 問 診 票 ほか

お問い合わせは 勝浦町福祉課 保健師 （42）1502

“予防接種が一部変更になっています”

個別接種の委託医療機関
医療機関名 受 付 時 間 注 意 事 項

勝浦病院 小児科

42－2555

月・金曜日

午前10時～午後３時

予防接種を受けるには、あらかじめ電話での予約が必要です。予約の申
込みは月～金曜日の午後３時～５時です（ただし、土・日・祝日を除く）。
希望する接種日の１週間前までにお申し込みください。

各種予防接種の実施について （平成18年４月１日～）

実施方法 実施月種類 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

個別接種

Ｂ Ｃ Ｇ

３種混合（ジフテリア･百日咳･破傷風）

２種混合（ジフテリア･破傷風）

麻しん・風しん

日本脳炎

集団接種 ポ リ オ

★ＢＣＧは、奇数月の第一月曜日の午後に実施しますが、祝祭日で休みの場合は振り替えて行います。

★ポリオは、役場から個人通知します。

※日本脳炎について……初めて受けるときは、基礎免疫（初回接種は１～４週間隔で２回、おおむね１年後に１回）を

つけることが重要です。第２期の接種は９歳以上13歳未満で接種を行います。第３期の接種については、平成17年７

月29日に廃止となりました。なお、厚生労働省から、マウスの脳を用いた現在の日本脳炎ワクチンと当該ワクチンを

接種した後の重症ＡＤＥＭ発生との因果関係があるとの判断で、定期の予防接種として現行の日本脳炎ワクチン接種

の積極的勧奨は行わないよう、市町村に勧告がきています。また、日本脳炎の流行地域へ渡航するなど、日本脳炎に

感染するおそれが高い場合には、これらの措置並びに日本脳炎ワクチンの効果及び副反応を保護者に説明し、保護者

の同意を得た上で定期の予防接種として接種を行うことは差し支えないとなっています。

感染症の予防には、予防接種が果

たす役割が大きいことを十分理解し、

計画的に予防接種を受けましょう。

ＢＣＧ、３種混合（ジフテリア･百日咳･破傷風）、２種混合（ジフテリア･破傷風）、麻しん・風

しん混合、日本脳炎の定期接種は無料です。ただし、任意接種（定期接種の対象年齢外の人や、

実施期間外に接種した場合）は、接種料金が自己負担となります。次の料金を医療機関の窓口でお

支払いください。 ＢＣＧ 5,000円 ３種混合 5，500円（１回につき） ２種混合 4，500円

麻しん・風しん混合 9，950円（１回につき） 日本脳炎 5，500円（１回につき）

接種料金に

ついて
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保 健 だ よ り

年に一度の総合健診が始まります

そろって健診を受けましょう！

メタボリックシンドロームとは、ウエストまわりが太くなる「りんご型肥満」の人が、軽度でも

「高脂血症」「高血圧」「糖尿病」といった生活習慣病を一人で２つ以上もっている状態をいいます。

本人に自覚症状はありませんが、この状態は動脈硬化を急激に悪化させます。

※生活習慣病とは、悪い生活習慣が積み重なって発症する病気の総称です。

下記の①に加えて、次の②～④の２項目以上に該当すると、メタボリックシンドロームと診断されます。

健診の検査結果を見てあなたもチェックしてみましょう。

メタボリックシンドロームのベースとなるのが、脂肪の蓄積、つまり肥満です。

中でも、内臓に脂肪がたまる「りんご型肥満」は要注意。中高年の男性に多く見ら

れますが、内臓脂肪はつきやすい半面、食生活の改善や運動で減らしやすい特徴が

あります。肥満は高血圧や高脂血症、糖尿病を引き起こす要因になる上、脂肪自体

がからだに悪い物質を作り出すことがわかってきました。つまり、肥満は病気の前

段階であると同時に、それ自体がひとつの病気だと考える必要があります。

１ 肥 満 中高年の男性に多いりんご型肥満は要注意！ 肥 満 チェック

腹囲：男性85㎝以上

腹囲：女性90㎝以上

ポイント：通常使われるＢ

Ｍ（体格指数）ではなく、腹
囲を用います。腹囲はおへ

その高さで測ります。

動 脈 硬 化 の 促 進

動脈硬化はなぜ怖い？
動脈硬化とは、心臓からからだの各部分へ血液を運ぶパイプである動脈が硬く

なることをいいます。動脈の内側の壁にコレステロールがたまって血管が狭くな

り、それとともに血管が硬くなってもろくなります。そのため、血液が流れにく

くなったり、血管に血栓（血液のかたまり）がつまりやすくなったりします。

動脈硬化が怖いのは、自覚症状がないまま進行し、心臓病や脳卒中など死に至

る恐ろしい病気を招くことです。動脈硬化などによって血管がトラブルを起こし、

血液の流れが悪くなることで起こる病気を「循環器病」といいますが、日本人の

約３割がこの病気で命を落としています。

血液中の脂肪（中性脂肪やコレ

ステロールなど）が異常に多い状

態です。一般に“善玉”とよばれ

るＨＤＬコレステロール値と中性

脂肪の値から診断します。

２ 高脂血症予備群
中性脂肪と善玉コレステロールに注目!

中性脂肪150㎎/dl以上

または

ＨＤＬコレステロール
40㎎/dl未満

血 中 チェック脂 質

血圧が異常に高くなり、血管に
負担がかかっている状態です。血

圧は年齢とともに上がる傾向があ
り、遺伝や食塩の過剰摂取などの
ほか、肥満も関係しているといわ
れますが、はっきりとした原因は
今のところわかっていません。

３ 高血圧予備群
「ちょっと高め」が危険!

インスリンの不足や作用不足に

よって起こる代謝異常により、血

液中の血糖が異常に高くなった状

態です。糖尿病と診断されると完

治することは難しいため、早期か

らの対策が重要と考えられていま

す。

４ 糖尿病予備群
境界型は要注意!

空腹時血糖値110㎎/dl以上

血 糖 チェック値

ポイント：糖尿病ではないが、放置
しておくと糖尿病に移行する可能性

が高い境界型（予備群）を含みます。

収縮期血圧130㎜Hg以上
または

拡張期血圧85㎜Hg以上

血 圧 チェック

ポイント：高血圧の診断基準値（140/90
㎜Hg以上）より低めに設定されています。

日本人の死因（平成15年）

循環器系
の疾患
30.8％

がん 30.5％肺炎 9.4％

不慮の事故
3.8％

その他
25.5％

今年度から生活習慣病の早期発見や介護予防のため、健診が強化されます。追加項目

として、①腹囲測定をします。②介護予防のため、65歳以上の人には生活機能チェック

を実施します。③栄養状態等の確認のため、血清アルブミン検査を実施します。

＋ ＋ ＋
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６月 ガラスビン収集日程表

収集日 地 区 設 置 場 所

第
一
火
曜
日

（６日）

石 原

沼 江

掛 谷

山 西

中 角

石 原 ご み フ ェ ン ス 横

沼江コミュニティーセンター前

掛 谷 集 会 所 前

山西集会所横の自転車置場付近

農 村 婦 人 の 家

第
二
火
曜
日

（13日）

今 山

黒 岩

星 谷

中 山

旧今山橋北詰ごみフェンス横

運 動 場 入 口（小屋の横）

星谷橋北詰ごみフェンス横

中 山 集 会 所 前

第
三
火
曜
日

（20日）

生 名

久 国

棚 野

〃

〃

立 川

東 生 名 ご み フ ェ ン ス 横

久 国 集 会 所 前

河川敷のゲートボール場横

大 井 堰 碑 の 前

勝 浦 病 院 前 駐 車 場 横

前田さん宅前ごみフェンス横

第

四

火

曜

日

（27日）

横 瀬

〃

〃

〃

〃

〃

与川内

坂 本

〃

〃

〃

〃

横 瀬 集 会 所 前

小倉新平さん宅前三さ路

広 瀬 清 さ ん 宅 東

旧 Ｊ Ａ 跡 地

花 棚 信 一 さ ん 宅 東

中 田 歯 科 駐 車 場

旧 Ｊ Ａ 与 川 内 事 業 所 前

佐野さん宅前ごみフェンス横

田 村 さ ん 宅 前

久保の内ごみフェンス横

長福寺前ごみフェンス横

旧ＪＡ坂本出張所上ごみフェンス横

６月 あき缶（アルミ缶･スチール缶）収集日程表

収集日 地 区 設 置 場 所

第
一
月
曜
日

（５日）

石 原

沼 江

掛 谷

山 西

中 角

桜 建 設 事 務 所

沼江コミュニティーセンター前

掛 谷 集 会 所 前

ＪＡ生比奈支所保冷庫前
（果 樹 試 験 場 上 り 口）

馬 越 ご み フ ェ ン ス 横

第
二
月
曜
日

（12日）

今 山

黒 岩

星 谷

中 山

旧今山橋北詰ごみフェンス横

運 動 場 入 口（小屋の横）

星谷橋北詰ごみフェンス横

消 防 詰 所 横

第
三
月
曜
日

（19日）

生 名

〃

久 国

棚 野

〃

〃

東 林 庵 前

島 さ ん 宅 前

久 国 集 会 所 前

河川敷のゲートボール場横

浜 正 幸 さ ん 宅 西

大 井 堰 碑 の 前

第

四

月

曜

日

（26日）

横 瀬

〃

〃

〃

〃

〃

与川内

坂 本

〃

横 瀬 集 会 所 前

小倉新平さん宅前三さ路

広 瀬 清 さ ん 宅 東

旧 Ｊ Ａ 跡 地

花 棚 信 一 さ ん 宅 東

中 田 歯 科 駐 車 場

旧 Ｊ Ａ 与 川 内 事 業 所 前

旧 Ｊ Ａ 坂 本 出 張 所 前

消 防 詰 所 横

ごみは正しく出して美しい町をつくりましょう

指
定
場
所
と
今
月
の
回
収
日

一
勝
浦
町
農
村
婦
人
の
家
敷
地
内

リ
サ
イ
ク
ル
保
管
庫
（
中
角
）

六
月
三
日

午
前
九
時
ま
で

二
勝
浦
町
民
体
育
館
裏
リ
サ
イ
ク
ル
保
管
庫（
横
瀬
）

六
月
十
日

午
前
九
時
ま
で

回
収
日
の
五
日
前
か
ら
指
定
場
所
に
置
け
ま
す
。

そ
れ
ま
で
は
、
ご
家
庭
で
保
管
く
だ
さ
い
。

古
紙
の
分
別
方
法

一

段
ボ
ー
ル

二

新

聞

紙

チ
ラ
シ
が
入
っ
て
い
る
の
は
大
丈
夫
で
す
。

そ
れ
以
外
（
広
報
等
）
は
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

三

古

本
（
雑
誌
）

同
じ
種
類
の
本
に
分
け
て
く
だ
さ
い
。
厚
い
表
紙
は
破
っ

て
段
ボ
ー
ル
の
方
へ
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

※
段
ボ
ー
ル
、
新
聞
紙
、
古
本
（
雑
誌
）
は
そ
れ
ぞ
れ
ひ
も
で

縛
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

勝
浦
町
住
民
課

(

４
２)

１
５
０
１

ボランティアグループ

「勝浦を考える会」

平成18年６月１日から

飼い猫･飼い犬の引取り
が有料化になります。

詳しくは今月号の広報の

折込チラシをご覧ください。

古紙の回収にご協力を

※登録している犬の場合は印鑑と
鑑札が必要です。

不用犬の引き取り日

６月６日

６月20日
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図書館だより

山姥の夜（足引き寺閻魔帳） 澤田ふじ子

毒虫vs溝鼠 新 堂 冬 樹

棟居刑事の荒野の証明 森 村 誠 一

大 罪 江 上 剛

栄光なき凱旋 上・下 真 保 裕 一

壊れ方指南 筒 井 康 隆

ストーリーの迷宮 阿刀田 高

虹の彼方 小池真理子

眠れぬ真珠 石 田 衣 良

浮かれ黄蝶（御宿かわせみ） 平 岩 弓 枝

気がつけば彼を見ている 内 田 春 菊

秀吉の枷 上・下 加 藤 広 三

日月が円くなるまで 宇江佐真理

焼きそばうえだ さくらももこ

フライパンで自慢おかず 脇 雅 世

はなまるTheレシピ 絶賛39メニュー

料理家三代秘伝の味！「堀江家のチーズ

チキン」、美肌の極意「佐伯チズのスペシャ
ルスープ」、凄腕主婦の名品「カレーヤンニョ

ン肉味噌あんかけ」これが噂の39品です。

国家の品格

藤 原 正 彦

マネーゲームは卑劣

であり、下品である。

論理より情緒、と説い

て圧倒的反響！

病気にならない生き方

新 谷 弘 実

「世界一受けたい授業」に著者出演で

話題沸騰！病気にならずに、健康で長生

きするにはどうすればよいか。

棄霊島 上・下

内 田 康 夫

浅見光彦、100番目の事件は、手
ごわすぎる！惨劇の舞台は長崎の海

に浮かぶ廃墟の島・軍艦島。「巨悪」

に一人闘いを挑む名探偵浅見光彦の、

100番目の事件に大団円はあるのか？

★おはなし会

25日 午後２時から

図書館幼児室

※小さなお子様を対象にした

紙芝居の読み聞かせです。

ぜひいらして下さい。

★県立図書館協力巡回日

○印（右記カレンダー）

★休館日

○印（右記カレンダー）

６月の行事

★図書館が閉っている時の返却本は玄関
横のブックポストに入れてください。

★ ６ 月 ★

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３

４ ５ ６ ７ ８ ９ １０

１１ １２ １３ １４ １５ １６ １７

１８ １９ ２０ ２１ ２２ ２３ ２４

２５ ２６ ２７ ２８ ２９ ３０

劇団ひとり

笑いと、涙、驚きの

結末が待ち受ける、傑

作小説誕生！落ちこぼ

れ６人の人生が交錯す

る、５編の連作小説集。

陰日向に咲く

パズル・パレス

ダン・ブラウン

全通信を傍受・解読できるＮＳ

Ａのスーパーコンピュータ「トラ

ンスレータ」が狙われる。このソ

フトが流布されれば、アメリカは
完全に無防備になってしまう…。

ハリー・ポッターと
謎のプリンス 上・下

Ｊ.Ｋ.ローリング

17年前の予言は、ハリーを最後の

戦いへと向かわせる。はたしてハリー

は生き残れるのか？

新着図書の一部紹介



東 條 正 一 さん（掛谷） 溝 内 玄 基 さん（中山）

上平カエコ さん（坂本） 上 平 雅 子 さん（坂本）

吉 岡 正 治 さん（掛谷） 細 川 寛 さん（坂本）

以上の方から善意銀行に善意がよせられました。

ありがとうございました。

善意ありがとうございました
（４月16日～５月15日）
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日 時 場 所 備 考

６月２日

６月９日

６月16日

６月23日

午後1時～4時30分

勝浦町住民福祉

センター１階

内 容

人権・行政・厚生

福祉

平日でも受付してお
りますので、お気軽
にお問い合わせくだ
さい。 (42)4652

心配ごと相談 まちのうごき
平成18年４月16日～平成18年５月15日（敬称略）

人 口（平成18年４月30日現在）

世帯数 2,142戸

男性 3,106人

女性 3,361人

計 6,467人

出生 男 ４人 女 ２人 計 ６人

死亡 男 ２人 女 ４人 計 ６人

転入 男 12人 女 12人 計 24人

転出 男 14人 女 18人 計 32人

ホームページアドレス http://www.town.katsuura.lg.jp E-mailアドレス soumu＠town.katsuura.lg.jp

おくやみ申します

大字三溪字溝内 溝内ミツキ（88歳）

大字生名字山ノ神 福田忠太郎（87歳）

大字坂本字生実 細 川 重 子（90歳）

大字沼江字西ヶ原 竹 山 都 榮（67歳）

大字坂本字平野 稼 文 夫（72歳）

大字生名字東 戸 村 正（84歳）

日 時 ６月８日 午後１時30分～４時30分
場 所 勝浦町農村環境改善センター１階 相談室

持参物 年金を受給していない方 年金手帳
年金を受給している方 年金証書

日 時 ６月10日 午前９時30分～午後４時
場 所 徳島南社会保険事務所

持参物 年金手帳・年金証書等

日 時 ６月12日 午前８時30分～午後７時

場 所 徳島南社会保険事務所
持参物 年金手帳・年金証書等

年金請求に関する相談 ０５７０（０５）１１６５
年金受給している方の相談 ０５７０（０７）１１６５

受付時間 午前８時30分～午後５時まで
※土・日・祝日を除く

休日年金相談

ねんきんダイヤル

ご利用ください！
出張年金相談所

時間延長年金相談

ご結婚おめでとう

（ 大字沼江字平間

阿南市

福 本 信 一

是 松 由 香

お誕生おめでとう

大字生名字大前 ）久 米 義 和
智 恵

二男 顕
あき

鳳
たか

◎大正琴は初心者コースもあります。

◎申し込みをされていない方でもご参加ください。

◎問い合わせ先 勝浦会館 （42）3305

近隣地域との交流事業として、今月も各種講座を

開講いたします。 〔場 所〕勝浦会館

教室名 実 施 日 時 間

陶 芸 15 午後 7:30～9:30

踊 り ７ ・14 ・21 午後 2:00～4:00

歌 謡 ８ ・22 午後 7:30～9:30

生け花 12 ・26 午後 7:30～9:30

大正琴 ９ ・15 ・29
午後 1:00～3:00
午後 7:00～9:00

６月交流講座ご案内

６月 勝浦郡夜間救急当番表
６月２日 勝 浦 病 院 ４２－２５５５ ６月18日 勝 浦 病 院 ４２－２５５５

６月４日 勝 浦 病 院 ４２－２５５５ ６月20日 勝 浦 病 院 ４２－２５５５

６月６日 勝 浦 病 院 ４２－２５５５ ６月22日 勝 浦 病 院 ４２－２５５５

６月８日 勝 浦 病 院 ４２－２５５５ ６月24日 勝 浦 病 院 ４２－２５５５

６月10日 勝 浦 病 院 ４２－２５５５ ６月26日 上 勝 診 療 所 ４４－５０１０

６月12日 上 勝 診 療 所 ４４－５０１０ ６月28日 勝 浦 病 院 ４２－２５５５

６月14日 勝 浦 病 院 ４２－２５５５ ６月30日 勝 浦 病 院 ４２－２５５５

６月16日 勝 浦 病 院 ４２－２５５５ 平日:午後６時～翌朝午前９時 休日:午後７時～翌朝午前９時

お詫びと訂正

先月号の５ページ教職員人事異動の「溝渕佳枝」先
生は「溝渕良佳」先生です。９ページスクールカウン
セラーの「小阪茂」先生は「小坂茂」先生です。
ご迷惑をおかけしましたことを深くお詫びして訂正

いたします。
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